
第14回　くまもと「水」検定　２級試験問題

（禁無断転載）

試　験　問　題　用　紙

（受験者への注意事項）

① 試験開始の合図があるまで、この試験問題用紙は開けないでください。

② 解答用紙への「受験番号・氏名」の記入は、配布後に合図があってから
始めてください。

③ 解答用紙への記入は、黒色鉛筆または黒色シャープペンシルを使用して
ください。

④ 解答はすべて「解答用紙」の指定された箇所に記入してください。

⑤ 解答は、ア・イ・ウ・エ・オの５つの選択肢の中から１つ選び、解答用
紙の該当する記号を○印で囲んでください。１つの問題に対し、２つ以上
の○印がある場合は無効とします。

⑥ 試験問題の内容に関する質問には、一切お答えできません。

⑦ 問題数は全５０問で１００点満点とし、７０点以上で合格とします。

⑧ 試験開始後３０分間及び試験終了前１０分間は退室できません。

⑨ 試験の途中で退室する場合は、手を挙げて試験監督に合図し、解答用紙
が回収されてから速やかに退室してください。ただし、試験室への再入室
は原則できません。

⑩ 試験終了後、この問題用紙は持ち帰ることができます。なお、解答用紙
は試験後回収します。

熊本市
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問１　熊
くま

本
もと

市
し

は「日
に

本
ほん

一
いち

の地
ち

下
か

水
すい

都
と

市
し

」と PRしていますが、その理
りゆう

由は、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　湧
ゆう

水
すい

地
ち

の数
かず

が日
に

本
ほん

一
いち

多
おお

いから

　イ　水
すい

道
どう

水
すい

源
げん

をすべて地
ち

下
か

水
すい

でまかなっている都
と

市
し

の中
なか

で人
じん

口
こう

規
き

模
ぼ

が日
に

本
ほん

一
いち

だから

　ウ　地
ち

下
か

水
すい

を汲
く

み上
あ

げる井
い

戸
ど

の数
かず

が日
に

本
ほん

一
いち

多
おお

いから

　エ　地
ち

下
か

水
すい

質
しつ

が日
に

本
ほん

一
いち

良
りょう

質
しつ

だから

　オ　製
せい

造
ぞう

されるペットボトル水
すい

（ミネラルウォーター）が日
に

本
ほん

一
いち

多
おお

いから

問２　熊
くま

本
もと

市
し

は、長
なが

年
ねん

にわたり、周
しゅう

辺
へん

10市
し

町
ちょう

村
そん

と連
れん

携
けい

した広
こう

域
いき

的
てき

な地
ち

下
か

水
すい

保
ほ

全
ぜん

の取
とり

組
くみ

を行
おこな

っています。この取
とり

組
くみ

が世
せ

界
かい

的
てき

に高
たか

く評
ひょう

価
か

され、平
へい

成
せい

25
年
ねん

（2013年
ねん

）に、国
こく

連
れん

の賞
しょう

を受
じゅ

賞
しょう

しました。その賞
しょう

は、次
つぎ

のうちどれでしょ
う。

　ア　国
こく

連
れん

“市
し

民
みん

の水
みず

”大
たい

賞
しょう

　イ　国
こく

連
れん

“地
ち

域
いき

の水
みず

”奨
しょう

励
れい

賞
しょう

　ウ　国
こく

連
れん

“生
せい

活
かつ

の水
みず

”最
さい

優
ゆう

秀
しゅう

賞
しょう

　エ　国
こく

連
れん

“生
い の ち

命の水
みず

”最
さい

優
ゆう

秀
しゅう

賞
しょう

　オ　国
こく

連
れん

“生
い の ち

命の水
みず

”大
たい

賞
しょう

問３　熊
くま

本
もと

市
し

民
みん

は渇
かっ

水
すい

による断
だん

水
すい

の経
けい

験
けん

がないなど、豊
ほう

富
ふ

な地
ち

下
か

水
すい

の恩
おん

恵
けい

を受
う

けています。その要
よう

因
いん

として誤
あやま

っているものは、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　地
ち

下
か

水
すい

の主
おも

な「かん養
よう

域
いき

」である阿
あ

蘇
そ

では、日
に

本
ほん

の年
ねん

間
かん

降
こう

水
すい

量
りょう

の約
やく

２

倍
ばい

近
ちか

い3,000㎜もの降
こう

水
すい

量
りょう

があるため

　イ　熊
くま

本
もと

の大
だい

地
ち

は阿
あ

蘇
そ

山
さん

の４度
ど

の噴
ふん

火
か

による火
か

砕
さい

流
りゅう

堆
たい

積
せき

物
ぶつ

でできており、

水
みず

が浸
しん

透
とう

しやすいという特
とく

徴
ちょう

があるため

　ウ　江
え

津
づ

湖
こ

を中
ちゅう

心
しん

にたくさんの穴
あな

や亀
き

裂
れつ

のある一
いち

大
だい

帯
たい

水
すい

層
そう

「馬
ま

門
かど

石
いし

」が分
ぶん

布
ぷ

しているため

　エ　白
しら

川
かわ

中
ちゅう

流
りゅう

域
いき

（大
おお

津
づ

町
まち

・菊
きく

陽
よう

町
まち

）の水
すい

田
でん

は、通
つう

常
じょう

の水
すい

田
でん

の5～10倍
ばい

も

水
みず

が浸
しん

透
とう

しやすい特
とく

徴
ちょう

があるため

　オ　熊
くま

本
もと

地
ちい

域
き

（熊
くま

本
もと

市
し

を含
ふく

む11市
し

町
ちょう

村
そん

）には、地
ち

下
か

水
すい

を中
ちゅう

心
しん

とした豊
ゆた

か

な水
みず

循
じゅん

環
かん

があるため
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問４　加
か

藤
とう

清
きよ

正
まさ

が行
おこな

った主
おも

な治
ち

水
すい

・利
り

水
すい

事
じ

業
ぎょう

で正
ただ

しい組
く

み合
あ

わせは、次
つぎ

のうち
どれでしょう。

　ア　白
しら

川
かわ

水
すい

系
けい

－江
え

津
づ

塘
ども

　イ　球
く

磨
ま

川
がわ

水
すい

系
けい

－横
よこ

島
しま

石
いし

塘
ども

　ウ　菊
きく

池
ち

川
がわ

水
すい

系
けい

－萩
はぎ

原
わら

堤
づつみ

　エ　白
しら

川
かわ

水
すい

系
けい

－渡
と

鹿
ろく

堰
ぜき

　オ　緑
みどり

川
かわ

水
すい

系
けい

－鼻
はな

ぐり井
い

手
で

問５　加
か

藤
とう

清
きよ

正
まさ

が行
おこな

った治
ち

水
すい

・利
り

水
すい

事
じ

業
ぎょう

のうち、日
に

本
ほん

で最
もっと

も古
ふる

い分
ぶん

流
りゅう

工
こう

事
じ

の
一
ひと

つとされ、現
げん

在
ざい

も二
に

本
ほん

木
ぎ

地
ち

区
く

に残
のこ

るものは、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　桑
くわ

鶴
つる

のくつわ塘
ども

　イ　瀬
せ

田
た

下
した

井
い

手
で

堰
せき

　ウ　鵜
う

の瀬
せ

堰
ぜき

　エ　江
え

津
づ

塘
ども

　オ　石
いし

塘
ども

問６　水
すい

前
ぜん

寺
じ

成
じょう

趣
じゅ

園
えん

の「水
すい

前
ぜん

寺
じ

」は、羅
ら

漢
かん

寺
じ

（大
おお

分
いた

県
けん

）の玄
げん

宅
たく

和
お

尚
しょう

を招
まね

いて
寺
てら

を建
こん

立
りゅう

した際
さい

に名
な

づけられました。名
な

づけた人
じん

物
ぶつ

は誰
だれ

でしょう。

　ア　細
ほそ

川
かわ

藤
ふじ

孝
たか

（幽
ゆう

斎
さい

）

　イ　細
ほそ

川
かわ

忠
ただ

興
おき

（三
さん

斎
さい

）

　ウ　細
ほそ

川
かわ

忠
ただ

利
とし

　エ　細
ほそ

川
かわ

綱
つな

利
とし

　オ　細
ほそ

川
かわ

ガラシャ
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問７　細
ほそ

川
かわ

家
け

の祖
そ

・細
ほそ

川
かわ

藤
ふじ

孝
たか

夫
ふ

妻
さい

や、忠
ただ

興
おき

夫
ふ

妻
さい

を祀
まつ

る四
よっ

つの御
ご

廟
びょう

があり、庭
にわ

に
は年

ねん

中
じゅう

涸
か

れることのない広
ひろ

い池
いけ

のある、かつての細
ほそ

川
かわ

家
け

の菩
ぼ

提
だい

寺
じ

があっ
た場

ば

所
しょ

は、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　泰
たい

勝
しょう

寺
じ

跡
あと

　イ　少
しょう

年
ねん

の家
いえ

跡
あと

　ウ　武
む

蔵
さし

塚
づか

公
こう

園
えん

　エ　浄
じょう

行
ぎょう

寺
じ

　オ　瑞
ずい

巌
がん

寺
じ

跡
あと

問８　宮
みや

本
もと

武
む

蔵
さし

が五
ご

輪
りん

の書
しょ

を書
か

いた霊
れい

巌
がん

洞
どう

があり、金
きん

峰
ぼう

山
ざん

の湧
ゆう

水
すい

が引
ひ

かれてい
るお寺

てら

は、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　本
ほん

妙
みょう

寺
じ

　イ　天
てん

福
ぷく

寺
じ

　ウ　三
さん

賢
けん

堂
どう

　エ　雲
うん

巌
がん

禅
ぜん

寺
じ

　オ　成
じょう

道
どう

寺
じ

問９　紫
むらさき

式
しき

部
ぶ

や清
せい

少
しょう

納
な

言
ごん

が活
かつ

躍
やく

した平
へい

安
あん

時
じ

代
だい

の女
じょ

流
りゅう

歌
か

人
じん

・桧
ひ

垣
がき

に関
かん

する記
き

載
さい

として、誤
あやま

っているものは、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　白
しら

川
かわ

のほとりに住
す

んでいた

　イ　蓮
れん

台
だい

寺
じ

は桧
ひ

垣
がき

が元
もと

々
もと

住
す

んでいたお寺
てら

である

　ウ　毎
まい

日
にち

遠
とお

く離
はな

れた岩
いわ

戸
と

観
かん

音
のん

に水
みず

をお供
そな

えした

　エ　桧
ひ

垣
がき

が水
みず

を汲
く

んでいた井
い

戸
ど

は「桧
ひ

垣
がき

の井
い

戸
ど

」として現
げん

存
ぞん

している

　オ　肥
ひ

後
ご

の国
こく

司
し

・清
きよ

原
はら

元
もと

輔
すけ

（清
せい

少
しょう

納
な

言
ごん

の父
ちち

）に歌
うた

を送
おく

った
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問10　江
え

津
づ

湖
こ

に関
かん

する句
く

を多
おお

く詠
よ

んだ、熊
くま

本
もと

生
う

まれの俳
はい

人
じん

・中
なか

村
むら

汀
てい

女
じょ

の作
さく

品
ひん

と
して適

てき

当
とう

なものは、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　若
わか

葉
ば

して手
て

のひらほどの山
やま

の寺
てら

　イ　枯
かれ

芭
ば

蕉
しょう

草
くさ

生
お

ふ水
みず

のあたたかく

　ウ　朝
あさ

靄
もや

の薄
うす

れゆくまま江
え

津
づ

と呼
よ

ぶ冬
とう

麗
れい

母
はは

のごとくみづうみ

　エ　年
とし

ふればわが黒
くろ

髪
かみ

も白
しら

川
かわ

のみづはくむまで老
お

いにけるかな

　オ　湧
わ

くからに流
なが

るるからに春
はる

の水
みず

問11　八
は

景
けの

水
み

谷
や

という地
ち

名
めい

は、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に三
さん

代
だい

肥
ひ

後
ご

細
ほそ

川
かわ

藩
はん

主
しゅ

・綱
つな

利
とし

がお茶
ちゃ

屋
や

を
設
もう

けてここから八
やっ

つの景
けい

を詠
よ

んだことに由
ゆ

来
らい

しています。「三
さん

嶽
がく

青
せい

嵐
らん

」「熊
ゆう

城
じょう

暮
ぼ

靄
あい

」「壺
こ

田
でん

落
らく

雁
がん

」「浮
うき

島
しま

夜
よ

雨
さめ

」この他
ほか

に残
のこ

り四
よっ

つあります。次
つぎ

の中
なか

で
間
ま

違
ちが

っているものを選
えら

んでください。

　ア　龍
りゅう

山
ざん

秋
しゅう

月
げつ

　　

　イ　亀
かめ

井
い

晩
ばん

鐘
しょう

　　

　ウ　神
しん

園
えん

暮
ぼ

雪
せつ

　　

　エ　深
しん

林
りん

紅
こう

葉
よう

　　

　オ　金
きん

峰
ぼう

白
はく

雪
せつ

問12　熊
くま

本
もと

市
し

では、古
ふる

くから栽
さい

培
ばい

されてきたものや、地
ち

名
めい

や歴
れき

史
し

にちなむもの
など15品

ひん

目
もく

を「ひご野
や

菜
さい

」として指
し

定
てい

しています。ひご野
や

菜
さい

に該
がい

当
とう

しない
ものは次

つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　ひともじ

　イ　芋
いも

の芽
め

　ウ　水
すい

前
ぜん

寺
じ

せり

　エ　熊
くま

本
もと

ねぎ

　オ　赤
あか

大
だい

根
こん
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問13　平
へい

成
せい

の名
めい

水
すい

百
ひゃく

選
せん

「金
きん

峰
ぼう

山
ざん

湧
ゆう

水
すい

群
ぐん

」は金
きん

峰
ぼう

山
ざん

系
けい

一
いっ

帯
たい

に点
てん

在
ざい

する20箇
か

所
しょ

の
湧
ゆう

水
すい

群
ぐん

を指
さ

しますが、次
つぎ

のうち「金
きん

峰
ぼう

山
ざん

湧
ゆう

水
すい

群
ぐん

」に該
がい

当
とう

しないものはどれ
でしょう。

　ア　天
てん

水
すい

湖
こ

　イ　前
まえ

川
かわ

の井
い

川
がん

端
はた

　ウ　尾
お

田
だ

の丸
まる

池
いけ

　エ　平
ひら

井
い

戸
ど

水
すい

源
げん

　オ　上
かみ

川
かわ

床
どこ

の湧
ゆう

水
すい

問14　河
かわ

内
ち

町
まち

船
ふな

津
つ

にあり、樹
じゅ

齢
れい

600年
ねん

というイチョウの根
ね

元
もと

から水
みず

が湧
わ

き出
だ

し
ている湧

ゆう

水
すい

地
ち

は次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　四
よ

方
も

池
ち

の池
いけ

　イ　鑪
たたら

水
みず

　ウ　産
うぶ

女
め

の水
みず

　エ　乳
ちち

水
みず

　オ　鳴
なり

岩
いわ

の湧
ゆう

水
すい

問15　金
きん

峰
ぼう

山
ざん

系
けい

の湧
ゆう

水
すい

群
ぐん

の一
ひと

つで、健
たけ

磐
いわ

龍
たつの

命
みこと

にまつわる伝
でん

承
しょう

があり、現
げん

在
ざい

は
養
よう

鱒
ます

場
じょう

に利
り

用
よう

されている湧
ゆう

水
すい

はどこでしょう。

　ア　叢
そう

桂
けい

園
えん

　イ　年
とし

の神
かみ

さんの湧
ゆう

水
すい

　ウ　お手
ちょう

水
ず

　エ　御
み

手
た

洗
らい

さん

　オ　釣
ちょう

耕
こう

園
えん
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問16　「飛
と

ぶ宝
ほう

石
せき

」とも言
い

われている美
うつく

しい鳥
とり

で、江
え

津
づ

湖
こ

や八
は

景
けの

水
み

谷
や

公
こう

園
えん

で見
み

ることができるカワセミは、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　　　　　　　　　　 イ　　　　　　　　　　　ウ　

　エ　　　　　　　　　　 オ　

問17　熊
くま

本
もと

水
みず

遺
い

産
さん

にも登
とう

録
ろく

されている熊
くま

本
もと

市
し

の地
ち

名
めい

「水
すい

道
どう

町
ちょう

」の由
ゆ

来
らい

とされて
いるものは、次

つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　市
し

内
ない

で最
さい

初
しょ

に上
じょう

水
すい

道
どう

が開
かい

通
つう

したことを記
き

念
ねん

して名
な

づけられた

　イ　東
とう

京
きょう

にある水
すい

道
どう

町
ちょう

にあやかり名
な

づけられた

　ウ　江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に防
ぼう

火
か

用
よう

の水
すい

道
どう

があったことから名
な

づけられた

　エ　元
もと

々
もと

水
すい

道
どう

局
きょく

があった場
ば

所
しょ

であったことから名
な

づけられた

　オ　水
すい

道
どう

の取
しゅ

水
すい

地
ち

があった場
ば

所
しょ

であったことから名
な

づけられた

問18　熊
くま

本
もと

・内
うち

坪
つぼ

井
い

生
う

まれの幕
ばく

末
まつ

の思
し

想
そう

家
か

で、晩
ばん

年
ねん

に開
かい

国
こく

論
ろん

を唱
とな

えた人
じん

物
ぶつ

の産
うぶ

湯
ゆ

として使
つか

われたとされる井
い

戸
ど

跡
あと

があります。この井
い

戸
ど

の名
めい

称
しょう

として正
ただ

し
いものは、次

つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　横
よこ

井
い

小
しょう

楠
なん

の井
い

戸
ど

　イ　山
さん

頭
とう

火
か

の井
い

戸
ど

　ウ　漱
そう

石
せき

の井
い

戸
ど

　エ　井
いの

上
うえ

毅
こわし

の井
い

戸
ど

　オ　御
み

馬
ま

下
げ

の角
かど

小
ご

屋
や

の井
い

戸
ど
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問19　写
しゃ

真
しん

は、通
とおり

町
ちょう

筋
すじ

電
でん

停
てい

近
ちか

くの熊
くま

本
もと

パルコ跡
あと

地
ち

前
まえ

にある花
か

崗
こう

岩
がん

でできたオ
ブジェです。球

きゅう

体
たい

は水
すい

圧
あつ

によって微
び

妙
みょう

に浮
う

いており、簡
かん

単
たん

に回
まわ

すことが
できます。このオブジェの名

めい

称
しょう

は、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　ウォーターボール

　イ　グラトニックボール

　ウ　ウォーターストーン

　エ　グランジェットストーン

　オ　グラニットボール

問20　水
みず

に関
かん

する行
ぎょう

事
じ

と季
き

節
せつ

の組
く

み合
あ

わせで誤
あやま

っているものは、次
つぎ

のうちどれ
でしょう。

　ア　１月
がつ

－出
で

初
ぞ

め式
しき

　イ　５月
がつ

－菖
しょう

蒲
ぶ

湯
ゆ

　ウ　８月
がつ

－川
かわ

尻
しり

の精
しょう

霊
ろう

流
なが

し

　エ　11月
がつ

－レンコン堀
ほ

り

　オ　12月
がつ

－本
ほん

妙
みょう

寺
じ

の水
すい

行
ぎょう

式
しき

問21　その昔
むかし

、金
きん

峰
ぼう

山
ざん

と水
みず

の流
なが

れで背
せい

くらべをし、負
ま

けたことから名
な

前
まえ

がつい
たという伝

でん

説
せつ

が残
のこ

る山
やま

の名
な

前
まえ

は、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　小
お

山
やま

山
やま

　イ　立
たつ

田
だ

山
やま

　ウ　独
どっ

鈷
こ

山
さん

　エ　神
こう

園
ぞの

山
やま

　オ　飯
いい

田
だ

山
さん
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問22　鐙
あぶみ

田
だ

川
がわ

を源
みなもと

とし、上
かみ

高
たか

橋
はし

で坪
つぼ

井
い

川
がわ

に合
ごう

流
りゅう

する川
かわ

があります。かつて段
だに

山
やま

近
ちか

くでは祓
はらい

川
がわ

と呼
よば

ばれていたこの川
かわ

の名
めい

称
しょう

は、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　井
い

芹
せり

川
がわ

　イ　秋
あき

津
つ

川
がわ

　ウ　藻
しょう

器
け

堀
ぼり

川
がわ

　エ　西
にし

浦
うら

川
がわ

　オ　成
じょう

道
どう

寺
じ

川
がわ

問23　有
あり

明
あけ

海
かい

は、全
ぜん

国
こく

の干
ひ

潟
がた

総
そう

面
めん

積
せき

の約
やく

割
わり

を占
し

める日
に

本
ほん

最
さい

大
だい

の干
ひ

潟
がた

を有
ゆう

しており、その特
とく

殊
しゅ

な環
かん

境
きょう

から希
き

少
しょう

生
せい

物
ぶつ

の宝
ほう

庫
こ

となっています。
に入
はい

る数
すう

字
じ

は、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　2

　イ　3

　ウ　4

　エ　5

　オ　6

問24　熊
くま

本
もと

市
し

が上
じょう

水
すい

道
どう

の給
きゅう

水
すい

を開
かい

始
し

した年
とし

と、その当
とう

時
じ

の水
すい

源
げん

地
ち

の組
く

み合
あ

わせ
として正

ただ

しいものは、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　明
めい

治
じ

13年
ねん

（1880年
ねん

）－健
けん

軍
ぐん

水
すい

源
げん

地
ち

　イ　明
めい

治
じ

13年
ねん

（1880年
ねん

）－八
は

景
けの

水
み

谷
や

水
すい

源
げん

地
ち

　ウ　大
たい

正
しょう

13年
ねん

（1924年
ねん

）－秋
あき

田
た

水
すい

源
げん

地
ち

　エ　大
たい

正
しょう

13年
ねん

（1924年
ねん

）－八
は

景
けの

水
み

谷
や

水
すい

源
げん

地
ち

　オ　昭
しょう

和
わ

13年
ねん

（1938年
ねん

）－健
けん

軍
ぐん

水
すい

源
げん

地
ち
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問25　「お酒
さけ

の神
かみ

様
さま

」と呼
よ

ばれている野
の

白
じろ

金
きん

一
いち

は、一
いっ

生
しょう

を熊
くま

本
もと

の酒
さけ

造
づく

りに捧
ささ

げ、
吟
ぎん

醸
じょう

酒
しゅ

造
づく

りにかかせない 酵
こう

母
ぼ

を開
かい

発
はつ

しました。 に入
はい

るもの
は、次

つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　肥
ひ

後
ご

　イ　清
きよ

正
まさ

　ウ　熊
くま

本
もと

　エ　野
の

白
じろ

　オ　赤
あか

酒
ざけ

問26　水
すい

前
ぜん

寺
じ

成
じょう

趣
じゅ

園
えん

を観
かん

光
こう

したあと、市
し

電
でん

に乗
の

って熊
くま

本
もと

城
じょう

へ向
む

かうことにし
ました。白

しら

川
かわ

にかかる橋
はし

を渡
わた

るときに、進
しん

行
こう

方
ほう

向
こう

に向
む

かって右
みぎ

側
がわ

、一
いち

番
ばん

手
て

前
まえ

に見
み

える橋
はし

は、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　代
よ

継
つぎ

橋
ばし

　イ　安
やす

巳
み

橋
ばし

　ウ　泰
たい

平
へい

橋
ばし

　エ　明
めい

午
ご

橋
ばし

　オ　銀
ぎん

座
ざ

橋
ばし

問27　熊
くま

本
もと

市
し

役
やく

所
しょ

から坪
つぼ

井
い

川
がわ

沿
ぞ

いを歩
ある

き、熊
くま

本
もと

駅
えき

まで行
い

きました。次
つぎ

の説
せつ

明
めい

の
うち誤

あやま

っているものはどれでしょう。

　ア　明
めい

八
はち

橋
ばし

と親
しん

水
すい

施
し

設
せつ

「城
じょう

下
か

町
まち

の水
みず

」があった

　イ　親
しん

水
すい

施
し

設
せつ

「おてもやんの水
みず

」があった

　ウ　船
せん

場
ば

橋
ばし

の上
うえ

にエビとタヌキの像
ぞう

があった

　エ　白
しら

川
かわ

橋
ばし

があった

　オ　長
なが

塀
べい

通
どお

りの先
さき

に清
せい

正
しょう

公
こう

像
ぞう

があった
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問28　江
え

津
づ

斉
さい

藤
とう

橋
ばし

を歩
ある

いていると、橋
はし

下
した

の川
かわ

の中
なか

に沈
ちん

水
すい

植
しょく

物
ぶつ

の群
ぐん

生
せい

地
ち

が見
み

ら
れました。江

え

津
づ

湖
こ

の希
き

少
しょう

種
しゅ

として知
し

られ、環
かん

境
きょう

省
しょう

のレッドリストで絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

Ⅱ類
るい

種
しゅ

に指
し

定
てい

されているこの植
しょく

物
ぶつ

は、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　ヒラモ

　イ　オオフサモ

　ウ　ミクリ

　エ　ボタンウキクサ

　オ　スジヌマハリイ

問29　水
みず

についての説
せつ

明
めい

文
ぶん

として正
ただ

しいものは、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　地
ち

球
きゅう

上
じょう

に液
えき

体
たい

として存
そん

在
ざい

する淡
たん

水
すい

の量
りょう

は、地
ち

球
きゅう

上
じょう

の水
みず

の１％にも満
み

たない

　イ　地
ち

球
きゅう

上
じょう

の水
みず

の総
そう

量
りょう

は35億
おく

年
ねん

前
まえ

よりも少
すく

なくなっている

　ウ　地
ち

球
きゅう

上
じょう

の水
みず

の総
そう

量
りょう

はおよそ14億
おく

㎦である

　エ　地
ち

球
きゅう

上
じょう

に存
そん

在
ざい

する水
みず

の量
りょう

のうち、一
いち

番
ばん

少
すく

ないのは地
ち

下
か

水
すい

である

　オ　海
うみ

の水
みず

には、地
ち

球
きゅう

の表
ひょう

面
めん

に30m の塩
しお

の層
そう

ができるほどの塩
えん

分
ぶん

が含
ふく

ま

れる

問30　次
つぎ

の説
せつ

明
めい

文
ぶん

の ① ～ ③ にあてはまるものとして、正
ただ

しい組
く

み合
あ

わせはどれでしょう。
　　　普

ふ

通
つう

、液
えき

体
たい

や気
き

体
たい

は温
おん

度
ど

の ① いほうが下
した

にまわりこみ、 ② い
ほうが上

うえ

にあがりますが、水
みず

は ③ を境
さかい

に、温
おん

度
ど

が ① く、あるい
は ② くなるほど密

みつ

度
ど

が小さくなり、膨
ぼう

張
ちょう

して、水
すい

面
めん

へ上
あ

がる性
せい

質
しつ

を
持
も

っています。
　　　つまり、 ③ の水

みず

が一
いち

番
ばん

深
しん

層
そう

にあるため、生
せい

物
ぶつ

は氷
こおり

の張
は

った海
うみ

や湖
みずうみ

の中
なか

でも暮
く

らすことができ、氷
ひょう

河
が

期
き

も生
い

き延
の

びることができたのです。

　ア　①高
たか

　②低
ひく

　③2℃　　　イ　①低
ひく

　②高
たか

　③4℃

　ウ　①高
たか

　②低
ひく

　③4℃　　　エ　①低
ひく

　②高
たか

　③3℃

　オ　①低
ひく

　②高
たか

　③2℃
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問31　水
みず

は地
ち

球
きゅう

上
じょう

を 循
じゅん

環
かん

しています。この水
みず

循
じゅん

環
かん

の駆
く

動
どう

力
りょく

となっているも
のは、次

つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　水
すい

素
そ

結
けつ

合
ごう

　イ　引
いん

力
りょく

　ウ　太
たい

陽
よう

エネルギー

　エ　熱
ねつ

エネルギー

　オ　光
ひかり

エネルギー

問32　人
じん

口
こう

爆
ばく

発
はつ

や急
きゅう

速
そく

な経
けい

済
ざい

発
はっ

展
てん

、気
き

候
こう

変
へん

動
どう

などにより、水
みず

不
ぶ

足
そく

や水
すい

質
しつ

汚
お

染
せん

な
どの様

さま

々
ざま

な水
みず

問
もん

題
だい

が起
お

こっていることから、21世
せい

紀
き

は と言
い

われて
います。 に入

はい

る言
こと

葉
ば

は、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　水
みず

の年
ねん

紀
き

　イ　水
みず

のピリオド

　ウ　水
みず

の時
じ

代
だい

　エ　水
みず

のエポック

　オ　水
みず

の世
せい

紀
き

問33　私
わたし

たちは、日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

においても、農
のう

産
さん

物
ぶつ

や工
こう

業
ぎょう

製
せい

品
ひん

を作
つく

る上
うえ

でも多
おお

く
の水
みず

を使
つか

っています。世
せ

界
かい

での水
みず

使
し

用
よう

量
りょう

を地
ち

域
いき

別
べつ

に見
み

た際
さい

、最
もっと

も多
おお

く水
みず

を
使
し

用
よう

している地
ち

域
いき

はどこでしょう。

　ア　南
みなみ

アメリカ

　イ　ヨーロッパ

　ウ　アフリカ

　エ　アジア

　オ　オセアニア
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問34　日
に

本
ほん

の水
みず

事
じ

情
じょう

に関
かん

する説
せつ

明
めい

として正
ただ

しいものは、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　山
やま

と谷
たに

が多
おお

いため大
おお

きなダムを造
つく

りやすく、ダムの総
そう

貯
ちょ

水
すい

量
りょう

は世
せ

界
かい

一
いち

である

　イ　海
うみ

に囲
かこ

まれていることから、一
ひと

人
り

あたりの水
みず

資
し

源
げん

量
りょう

は多
おお

くない

　ウ　日
に

本
ほん

の水
みず

利
り

用
よう

の中
ちゅう

心
しん

はダムの水
みず

である

　エ　日
に

本
ほん

は世
せ

界
かい

でも降
こう

水
すい

量
りょう

の多
おお

い地
ち

域
いき

で、世
せ

界
かい

平
へい

均
きん

の約
やく

2倍
ばい

もある

　オ　日
に

本
ほん

の降
こう

水
すい

量
りょう

は季
き

節
せつ

的
てき

な変
へん

動
どう

が少
すく

なく、河
か

川
せん

の流
りゅう

量
りょう

は安
あん

定
てい

している

問35　水
すい

道
どう

の歴
れき

史
し

は非
ひ

常
じょう

に古
ふる

く、世
せ

界
かい

最
さい

古
こ

の水
すい

道
どう

は古
こ

代
だい

ローマのアッピア水
すい

道
どう

と言
い

われています。では、日
に

本
ほん

で初
はじ

めて現
げん

在
ざい

のようなしくみの水
すい

道
どう

が完
かん

成
せい

した時
じ

代
だい

と都
と

市
し

の組
く

み合
あ

わせとして正
ただ

しいものは、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　明
めい

治
じ

－横
よこ

浜
はま

市
し

　イ　明
めい

治
じ

－京
きょう

都
と

市
し

　ウ　明
めい

治
じ

－大
おお

阪
さか

市
し

　エ　大
たい

正
しょう

－横
よこ

浜
はま

市
し

　オ　大
たい

正
しょう

－大
おお

阪
さか

市
し

問36　市
し

販
はん

のミネラルウォーターには、水
すい

道
どう

水
すい

とは異
こと

なる水
すい

質
しつ

基
き

準
じゅん

が定
さだ

められ
ています。その項

こう

目
もく

数
すう

として適
てき

当
とう

なものは、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　6項
こう

目
もく

　イ　18項
こう

目
もく

　ウ　30項
こう

目
もく

　エ　42項
こう

目
もく

　オ　54項
こう

目
もく
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問37　熊
くま

本
もと

市
し

が行
おこな

っている水
すい

道
どう

水
すい

の浄
じょう

水
すい

方
ほう

法
ほう

は、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　汲
く

み上
あ

げた地
ち

下
か

水
すい

をそのまま利
り

用
よう

している

　イ　汲
く

み上
あ

げた地
ち

下
か

水
すい

を高
こう

度
ど

浄
じょう

水
すい

処
しょ

理
り

法
ほう

で精
せい

製
せい

して利
り

用
よう

している

　ウ　汲
く

み上
あ

げた地
ち

下
か

水
すい

を緩
かん

速
そく

ろ過
か

法
ほう

で精
せい

製
せい

して利
り

用
よう

している

　エ　汲
く

み上
あ

げた地
ち

下
か

水
すい

に法
ほう

律
りつ

で定
さだ

められた最
さい

低
てい

量
りょう

の次
じ

亜
あ

塩
えん

素
そ

酸
さん

ナトリウム

を加
くわ

えて利
り

用
よう

している

　オ　汲
く

み上
あ

げた地
ち

下
か

水
すい

を急
きゅう

速
そく

ろ過
か

法
ほう

で精
せい

製
せい

して利
り

用
よう

している　

問38　生
せい

活
かつ

排
はい

水
すい

や工
こう

場
じょう

排
はい

水
すい

を処
しょ

理
り

する熊
くま

本
もと

市
し

の下
げ

水
すい

道
どう

に関
かん

する説
せつ

明
めい

で誤
あやま

って
いるものは、次

つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

の過
か

程
てい

で出
で

た汚
お

泥
でい

やガスを資
し

源
げん

として活
かつ

用
よう

し、省
しょう

エネルギー

に役
やく

立
だ

てている

　イ　トイレの水
すい

洗
せん

化
か

や汚
お

水
すい

管
かん

への速
すみ

やかな排
はい

水
すい

により、不
ふ

快
かい

な臭
にお

いや害
がい

虫
ちゅう

の発
はっ

生
せい

を防
ふせ

ぎ、衛
えい

生
せい

的
てき

で快
かい

適
てき

な生
せい

活
かつ

ができる

　ウ　市
し

街
がい

地
ち

に降
ふ

った雨
あめ

を汚
お

水
すい

管
かん

に流
りゅう

入
にゅう

させ、速
すみ

やかに排
はい

除
じょ

することで、都
と

市
し

を浸
しん

水
すい

から守
まも

る

　エ　公
こう

共
きょう

用
よう

水
すい

域
いき

の汚
お

染
せん

を防
ふせ

ぎ、美
うつく

しい川
かわ

や海
うみ

を保
たも

つため、生
せい

活
かつ

排
はい

水
すい

や工
こう

場
じょう

排
はい

水
すい

をきれいにして流
なが

している

　オ　熊
くま

本
もと

市
し

の浄
じょう

化
か

センターでは、微
び

生
せい

物
ぶつ

を活
かつ

用
よう

した浄
じょう

化
か

方
ほう

法
ほう

を採
さい

用
よう

してい

る
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問39　飲
いん

料
りょう

水
すい

に関
かん

する熊
くま

本
もと

市
し

の災
さい

害
がい

対
たい

策
さく

として誤
あやま

っているものは、次
つぎ

のうち
どれでしょう。

　ア　震
しん

度
ど

6弱
じゃく

の地
じ

震
しん

が起
お

きると、配
はい

水
すい

池
ち

の緊
きん

急
きゅう

遮
しゃ

断
だん

弁
べん

が作
さ

動
どう

する

　イ　家
か

庭
てい

の対
たい

策
さく

では1日
にち

2リットル×家
か

族
ぞく

の人
にん

数
ずう

×3
みっ

日
か

分
ぶん

の水
みず

の備
び

蓄
ちく

が推
すい

奨
しょう

されている

　ウ　断
だん

水
すい

時
じ

に民
みん

間
かん

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

が所
しょ

管
かん

する井
い

戸
ど

水
みず

を飲
いん

料
りょう

水
すい

等
とう

に活
かつ

用
よう

できるよう

に市
し

内
ない

約
やく

50社
しゃ

と協
きょう

定
てい

を締
てい

結
けつ

している

　エ　施
し

設
せつ

や水
すい

道
どう

管
かん

の耐
たい

震
しん

化
か

を進
すす

めている

　オ　一
いち

部
ぶ

の指
し

定
てい

緊
きん

急
きゅう

避
ひ

難
なん

場
ば

所
しょ

の公
こう

園
えん

には、耐
たい

震
しん

性
せい

貯
ちょ

水
すい

槽
そう

が地
ち

下
か

に設
せっ

置
ち

され

ており、災
さい

害
がい

時
じ

には約
やく

100㎥の水
みず

が貯
ちょ

水
すい

される仕
し

組
く

みとなっている

問40　熊
くま

本
もと

市
し

では井
い

戸
ど

から取
しゅ

水
すい

された水
みず

を、配
はい

水
すい

池
ち

から各
かく

家
か

庭
てい

へと配
はい

水
すい

するた
めに２通

とお

りの配
はい

水
すい

方
ほう

法
ほう

を採
さい

用
よう

しています。配
はい

水
すい

方
ほう

法
ほう

の組
く

み合
あ

わせとして正
ただ

しいものは、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　ポンプ加
か

圧
あつ

式
しき

－自
し

然
ぜん

流
りゅう

下
か

式
しき

　イ　直
ちょっ

結
けつ

直
ちょく

圧
あつ

式
しき

－高
こう

水
すい

槽
そう

式
しき

　ウ　直
ちょっ

結
けつ

増
ぞう

圧
あつ

式
しき

－高
こう

水
すい

槽
そう

式
しき

　エ　ポンプ加
か

圧
あつ

式
しき

－受
じゅ

水
すい

槽
そう

式
しき

　オ　直
ちょっ

結
けつ

増
ぞう

圧
あつ

式
しき

－自
し

然
ぜん

流
りゅう

下
か

式
しき

問41　次
つぎ

の文
ぶん

章
しょう

は、熊
くま

本
もと

地
ち

域
いき

の地
ち

下
か

水
すい

の到
とう

達
たつ

時
じ

間
かん

に関
かん

する説
せつ

明
めい

文
ぶん

です。
に入
はい

る言
こと

葉
ば

の組
く

み合
あ

わせとして正
ただ

しいものは、次
つぎ

のうちどれでしょ
う。

　　　阿
あ

蘇
そ

外
がい

輪
りん

（俵
たわら

山
やま

付
ふ

近
きん

）から江
え

津
づ

湖
こ

まで約
やく

① 年
ねん

、白
しら

川
かわ

中
ちゅう

流
りゅう

域
いき

（大
おお

津
づ

町
まち

・菊
きく

陽
よう

町
まち

など）からは約
やく

② 年
ねん

かかるといわれている。

　ア　①50　②15～20

　イ　①30　②10～15

　ウ　①20　②5～10

　エ　①15　②3～5

　オ　①5　　②1～3
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問42　熊
くま

本
もと

地
ち

域
いき

の地
ち

下
か

水
すい

はほとんどの範
はん

囲
い

で浅
あさ

い地
ち

下
か

水
すい

と深
ふか

い地
ち

下
か

水
すい

の二
に

階
かい

建
だ

て構
こう

造
ぞう

になっていますが、白
しら

川
かわ

中
ちゅう

流
りゅう

域
いき

では二
に

階
かい

建
だ

て構
こう

造
ぞう

に分
わ

ける
が無

な

いため、水
すい

田
でん

からの水
みず

は直
ちょく

接
せつ

深
ふか

い地
ち

下
か

水
すい

になります。 に入
はい

るも
のは、次

つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　岩
がん

盤
ばん

　イ　砂
さ

礫
れき

層
そう

　ウ　黒
くろ

ぼく

　エ　粘
ねん

土
ど

層
そう

　オ　溶
よう

岩
がん

層
そう

問43　熊
くま

本
もと

地
ち

域
いき

の地
ち

下
か

水
すい

位
い

は季
き

節
せつ

によって変
へん

動
どう

します。熊
くま

本
もと

市
し

の代
だい

表
ひょう

的
てき

な地
ち

下
か

水
すい

観
かん

測
そく

局
きょく

である戸
と

島
しま

観
かん

測
そく

局
きょく

では、１年
ねん

のうちいつ頃
ごろ

が最
さい

高
こう

水
すい

位
い

と最
さい

低
てい

水
すい

位
い

になるでしょう。

　ア　最
さい

高
こう

が2月
がつ

頃
ごろ

　最
さい

低
てい

が8月
がつ

頃
ごろ

 

　イ　最
さい

高
こう

が8月
がつ

頃
ごろ

　最
さい

低
てい

が2月
がつ

頃
ごろ

 

　ウ　最
さい

高
こう

が8月
がつ

頃
ごろ

　最
さい

低
てい

が5月
がつ

頃
ごろ

　エ　最
さい

高
こう

が10月
がつ

頃
ごろ

　最
さい

低
てい

が2月
がつ

頃
ごろ

　オ　最
さい

高
こう

が10月
がつ

頃
ごろ

　最
さい

低
てい

が5月
がつ

頃
ごろ

問44　日
に

本
ほん

で１年
ねん

間
かん

に使
つか

われる生
せい

活
かつ

用
よう

水
すい

、工
こう

業
ぎょう

用
よう

水
すい

、農
のう

業
ぎょう

用
よう

水
すい

の合
ごう

計
けい

量
りょう

は、
平
へい

成
せい

30年
ねん

度
ど

（2018年
ねん

度
ど

）時
じ

点
てん

で791億
おく

㎥です。熊
くま

本
もと

市
し

で使
つか

われる水
みず

の使
し

用
よう

量
りょう

が多
おお

い順
じゅん

番
ばん

として正
ただ

しいものは、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　①工
こう

業
ぎょう

用
よう

水
すい

 ②農
のう

業
ぎょう

用
よう

水
すい

 ③生
せい

活
かつ

用
よう

水
すい

　イ　①工
こう

業
ぎょう

用
よう

水
すい

 ②生
せい

活
かつ

用
よう

水
すい

 ③農
のう

業
ぎょう

用
よう

水
すい

　ウ　①農
のう

業
ぎょう

用
よう

水
すい

 ②工
こう

業
ぎょう

用
よう

水
すい

 ③生
せい

活
かつ

用
よう

水
すい

　エ　①生
せい

活
かつ

用
よう

水
すい

 ②工
こう

業
ぎょう

用
よう

水
すい

 ③農
のう

業
ぎょう

用
よう

水
すい

　オ　①生
せい

活
かつ

用
よう

水
すい

 ②農
のう

業
ぎょう

用
よう

水
すい

 ③工
こう

業
ぎょう

用
よう

水
すい
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問45　熊
くま

本
もと

市
し

は、地
ち

下
か

水
すい

の量
りょう

を増
ふ

やすために熊
くま

本
もと

市
し

外
がい

でも地
ち

下
か

水
すい

保
ほ

全
ぜん

の取
とり

組
くみ

を
行
おこな

っています。これまで熊
くま

本
もと

市
し

が取
とり

組
くみ

を行
おこな

ってきた地
ち

域
いき

と内
ない

容
よう

の組
く

み合
あ

わ
せとして誤

あやま

っているものは、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　玉
ぎょく

東
とう

町
まち

　－　転
てん

作
さく

田
でん

を活
かつ

用
よう

した湛
たん

水
すい

（水
みず

張
は

り）

　イ　菊
きく

陽
よう

町
まち

　－　転
てん

作
さく

田
でん

を活
かつ

用
よう

した湛
たん

水
すい

（水
みず

張
は

り）

　ウ　高
たか

森
もり

町
まち

　－　水
すい

源
げん

かん養
よう

林
りん

の整
せい

備
び

　エ　西
にし

原
はら

村
むら

　－　水
すい

源
げん

かん養
よう

林
りん

の整
せい

備
び

　オ　大
おお

津
づ

町
まち

　－　転
てん

作
さく

田
でん

を活
かつ

用
よう

した湛
たん

水
すい

（水
みず

張
は

り）　

問46　熊
くま

本
もと

市
し

の地
ち

下
か

水
すい

の水
すい

質
しつ

に関
かん

する説
せつ

明
めい

として正
ただ

しいものは、次
つぎ

のうちどれ
でしょう。

　ア　一
いち

部
ぶ

の地
ち

域
いき

で地
ち

下
か

水
すい

汚
お

染
せん

が見
み

られるが、環
かん

境
きょう

基
き

準
じゅん

を超
こ

えているところ

はない

　イ　地
ち

下
か

水
すい

の水
すい

質
しつ

は全
ぜん

体
たい

的
てき

に汚
お

染
せん

されている

　ウ　工
こう

場
じょう

などを原
げん

因
いん

とする地
ち

下
か

水
すい

汚
お

染
せん

は改
かい

善
ぜん

されつつある

　エ　自
し

然
ぜん

由
ゆ

来
らい

の地
ち

下
か

水
すい

汚
お

染
せん

はない

　オ　地
ち

下
か

水
すい

に含
ふく

まれる硝
しょう

酸
さん

性
せい

窒
ちっ

素
そ

濃
のう

度
ど

は全
ぜん

体
たい

的
てき

に減
げん

少
しょう

傾
けい

向
こう

にある

問47　熊
くま

本
もと

市
し

では地
ち

下
か

水
すい

の硝
しょう

酸
さん

性
せい

窒
ちっ

素
そ

削
さく

減
げん

のため、平
へい

成
せい

31年
ねん

度
ど

（2019年
ねん

度
ど

）
から家

か

畜
ちく

排
はい

せつ物
ぶつ

を適
てき

正
せい

に処
しょ

理
り

する施
し

設
せつ

の運
うん

用
よう

を始
はじ

めました。この施
し

設
せつ

の
名
めい

称
しょう

は、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　熊
くま

本
もと

市
し

家
か

畜
ちく

排
はい

せつ物
ぶつ

浄
じょう

化
か

センター

　イ　熊
くま

本
もと

市
し

東
とう

部
ぶ

たい肥
ひ

センター

　ウ　熊
くま

本
もと

地
ち

域
いき

家
か

畜
ちく

排
はい

せつ物
ぶつ

管
かん

理
り

センター

　エ　熊
くま

本
もと

地
ち

域
いき

家
か

畜
ちく

排
はい

せつ物
ぶつ

たい肥
ひ

センター

　オ　熊
くま

本
もと

市
し

家
か

畜
ちく

排
はい

せつ物
ぶつ

処
しょ

理
り

センター
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問48　公
こう

益
えき

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

くまもと地
ち

下
か

水
すい

財
ざい

団
だん

は、地
ち

下
か

水
すい

を育
はぐく

む田
た

畑
はた

で栽
さい

培
ばい

された農
のう

産
さん

物
ぶつ

（農
のう

産
さん

加
か

工
こう

品
ひん

）や、それを食
た

べて育
そだ

った畜
ちく

産
さん

物
ぶつ

を購
こう

入
にゅう

・消
しょう

費
ひ

するこ
とで地

ち

下
か

水
すい

保
ほ

全
ぜん

につなげる取
とり

組
くみ

を実
じっ

施
し

しています。この取
とり

組
くみ

の名
めい

称
しょう

として
正
ただ

しいものは、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　水
すい

田
でん

オーナー制
せい

度
ど

　イ　ウォーターフードサイクル

　ウ　ウォーターニュートラル

　エ　サステナブルウォーターフード

　オ　ウォーターオフセット

問49　次
つぎ

の説
せつ

明
めい

文
ぶん

の ① 、 ② に当
あ

てはまるものとして、正
ただ

しい組
く

み合
あ

わせはどれでしょう。
　　　現

げん

在
ざい

熊
くま

本
もと

市
し

では、令
れい

和
わ

① 年
ねん

度
ど

までに、市
し

民
みん

一
ひと

人
り

１日
いち

当
あ

たりの生
せい

活
かつ

用
よう

水
みず

使
し

用
よう

量
りょう

を九
きゅう

州
しゅう

主
しゅ

要
よう

都
と

市
し

の平
へい

均
きん

値
ち

である ② リットルまで削
さく

減
げん

する
ことを目

もく

標
ひょう

として市
し

民
みん

総
そう

参
さん

加
か

による「節
せっ

水
すい

② 運
うん

動
どう

」に取
と

り組
く

んでい
ます。

　ア　①5　②198

　イ　①5　②210

　ウ　①6　②210

　エ　①6　②218

　オ　①7　②218
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問50　令
れい

和
わ

4 年
ねん

（2022年
ねん

）4 月
がつ

、各
かっ

国
こく

の首
しゅ

脳
のう

級
きゅう

・閣
かく

僚
りょう

級
きゅう

、国
こく

際
さい

機
き

関
かん

の代
だい

表
ひょう

ら
が参

さん

加
か

し、様
さま

々
ざま

な水
みず

問
もん

題
だい

について議
ぎ

論
ろん

する国
こく

際
さい

会
かい

議
ぎ

「第
だい

4 回
かい

アジア・太
たい

平
へい

洋
よう

水
みず

サミット」が熊
くま

本
もと

市
し

で開
かい

催
さい

されました。この会
かい

議
ぎ

で採
さい

択
たく

された宣
せん

言
げん

の名
めい

称
しょう

として正
ただ

しいものは、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　世
せ

界
かい

水
みず

宣
せん

言
げん

　イ　日
に

本
ほん

水
みず

宣
せん

言
げん

　ウ　熊
くま

本
もと

宣
せん

言
げん

　エ　アジア・太
たい

平
へい

洋
よう

宣
せん

言
げん

　オ　熊
くま

本
もと

水
みず

宣
せん

言
げん



【解答方法】次のア・イ・ウ・エ・オのうち、正解と思うものを１つ で囲んで下さい。

採　点　欄

点
※ここには記入しないで下さい。

受験番号 氏 名

問１ ア イ ウ エ オ

問２ ア イ ウ エ オ

問３ ア イ ウ エ オ

問４ ア イ ウ エ オ

問５ ア イ ウ エ オ

問６ ア イ ウ エ オ

問７ ア イ ウ エ オ

問８ ア イ ウ エ オ

問９ ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

ア イ ウ エ オ

第14回 くまもと「水」検定
2級試験 解答用紙




